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福島第一原子力発電所の使用済燃料プール（SFP）に保管されている燃料集合体の長期保管においては、

燃料集合体の健全性に及ぼす海水注入や瓦礫混入の影響を評価することが不可欠である。本発表では、そ

の評価に関わる研究の全体計画と平成 27 年度の成果概要について述べる。 
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1. 緒言 

 福島第一原子力発電所 1～4 号機の使用済燃料プール（SFP）に保管されている燃料集合体は、海水注入

や建屋の損傷により生じた瓦礫の混入によって通常とは異なる環境履歴を有している。従って、今後、使

用済燃料の長期保管方法を検討するためには、それらの環境履歴が燃料集合体の健全性に及ぼす影響を評

価することが不可欠である。技術研究組合 国際廃炉研究開発機構（IRID）では SFP から取出した燃料集合

体の長期健全性評価に取り組んでおり、ここでは、その研究の全体計画と平成 27 年度の試験の概要につい

て示す。 

2. 実施内容および状況 

本研究では、1～4号機の使用済燃料が移送される共用プールでの湿式保管および将来の保管方法の選択肢

の一つである乾式保管における燃料集合体の健全性について評価を進めている。平成26年度までに、燃料集

合体の一部を模擬した試験片の希釈人工海水溶液中腐食試験や実際に共用プールへ移送された4号機燃料の

調査等を実施しており、その試験および調査においては、特異な腐食や強度劣化が無いことを確認した。平

成27年度は、乾式保管に関しては、燃料被覆管におけるクリープ特性および水素化物析出挙動に着目した試

験を実施し、海水や瓦礫が燃料集合体の健全性に顕著な影響を与えないことを確認した。また、湿式保管に

関しては、ねじ構造部に侵入した塩化物イオンの挙動に着目した浸漬試験を実施し、水の浄化によって侵入

した塩化物イオンが除去されることを確認した。今後、4号機の使用済燃料集合体から採取した燃料部材を照

射後試験施設へ輸送し、堆積物・付着物の分析および電気化学試験を実施する。 

3. まとめ 

乾式保管および湿式保管時の燃料集合体の健全性について試験を実施し、その評価を行った。今後は、

乾式保管を想定した試験を引き続き進め、併せて、燃料部材に関わる試験を実施する。 
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